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山は、横から見てみると船のような形になっており、激突の際、前が上がりや
すくなっています。部材のほとんどがナラ材。部分的に栗を使う場合もありま

す。激突にも耐えられる堅く丈夫な木材です。地車は輪切りにして太い丸材が取り
やすいケヤキや松が使われます。この地車は、その位置を前にするか後ろにする
かで、特に激突の際、曳山の動きに大きく影響します。
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曳山の中心に、そびえるように作られたこの部分は「も
っこ」と呼ばれ、神を迎える「山」を模しています。頂上
部分には「竹ザル」がかぶせられています。「ザル」は悪
霊を濾すという意味があります。
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土台から伸びるこの綱は親ロープと呼ばれ、曳山
の命綱的存在。子供たちがこれを曳きます。激突
時はやや細めの子ロープが数本付けられ、若者達
目がけて投げ入れられます。

紅白に巻かれた欄干の先端（通称カタカタ）は通
常運行時、曳山本体より前に出ていますが、上に
蝶番が付けられていて折り返すことができます。
（全丁内ではない）先導がこれを折り返したら激
突が近いということ。

担ぎ山時代の担ぎ棒の名残りと言われてい
ます。激突はこの部分を合わせるので、看板
は傷だらけ。折れてしまうこともしばしば。

通称「みんじゃ＝水屋」。神の水飲
み場とされる神聖な場所。ここに
人形が飾られます。

手踊りの舞台となるスペース。曳
山をコントロールする先導役の
舞台でもあります。

欄干

水屋

踊り場

綱

前担木（まえたぎ）

◀これは木を車に咬ませ右後
ろを支点に回転させる重要な
作業。経験がものをいいます。

地車

「送りっこ」人形

もっこ

割れを防ぐために、鉄の輪がはめられています。

藩政時代から明治の中ごろまでは、
曳山ではなく担ぎ山でした。現在
の置山ほどもある大きなもので、
これを担いで練り歩いていました
が、電線の普及などにより現在の
曳山にかたちを変えました。部材
名称に担木（たぎ）とよばれるとこ
ろがあり、昔の担ぎ棒に由来する
言われています。

横担木（よこたぎ）

後担木（うしろたぎ）

角館町飾山古図

「もっこ」の下にある囃し方
のスペース。大太鼓、小太
鼓を固定し、５～６人が乗
れる広さがあります。

曳山の後側には「送りっこ」人
形と呼ばれる滑稽人形（祝樽
もあり）が乗せられます。昼は
子どもたちの指定席。

（日本民族芸術大観第１輯より）

　この他、昭和中期の人形師「小松」の銘を復活させた七日町や、
自主制作される人形が４丁内あります。
　今年の各人形制作者・場面は本誌５ページをご覧ください。

※模型協力：暫屋
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